
一般財団法人医療経済 研究・社会保険福祉協会（医療経済研究機構（研究部））・医療経済研究機構・主任研
究員

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２６８０

若手研究(B)

2017～2014

過量服薬の再発予防に向けた大規模レセプト情報を活用した臨床疫学研究

Clinical epidemiological study to prevent recurrent overdose

５０５５４３８３研究者番号：

奥村　泰之（Okumura, Yasuyuki）

研究期間：

２６８７０９１４

年 月 日現在３０   ８ ３０

円     3,100,000

研究成果の概要（和文）：本研究では，過量服薬の発生予防，重症化予防，再発予防に寄与する要因を検討する
ことを目的とした。過量服薬の発生予防には，①睡眠薬の大量処方とバルビツール酸系睡眠薬の処方にアプロー
チが必要であることが示された。過量服薬の重症化予防には，バルビツール酸系睡眠薬の処方 (特に，ベゲタミ
ン錠とラボナ錠) に規制等が必要であることが示された。過量服薬の再発予防には，睡眠薬処方の見直しが必要
であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this project, we aimed to provide evidence on prevention of recurrent 
overdose. Funding for this study was provided by a Grant-in-Aid for Young Scientists (B) (No.: 
26870914) by the Japan Society for the Promotion of Science). Six articles have been published.

研究分野： 臨床疫学
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１．研究開始当初の背景 
自殺未遂に起因する過量服薬 (overdose) 

は，世界中で公衆衛生上の主要な問題に位置
づけられている。例えば，米国での過量服薬
による救命救急室への年間搬送件数は，10
万人あたり 232 人であり，救急医療資源の消
費量の大きな疾患の一つであると報告され
ている  (Xiang et al: Am J Emerg Med, 
2011)。また，日本では，一般急性期病院へ
緊急入院する主要 100 傷病の中で，過量服薬
は，救急医療最後の砦である救命救急センタ
ーへの搬送率が 1 位であるが，身体的な経過
は最も良好な傷病であることを私達は明ら
かにしている (Okumura et al: BMJ Open, 
2012)。過量服薬患者は身体症状が軽くても
精神疾患を有しているという理由から，二次
救急医療施設での受け入れを拒否され，結果
的に，救命救急センターへ搬送されていると
考えられている。 
さらに，過量服薬の 1 年以内の再発率は

38%に達することが示されている (Ando et 
al: Psychiatry Clin Neurosci, 2013)。また，
過量服薬の直後に心理社会的介入を実施す
ることが国際的な治療ガイドラインでは推
奨されているものの，入院時に精神科医師の
診察を受けられる患者は 30%に留まる 
(Okumura et al: Gen Hosp Psychiatry, 
2012)。つまり，過量服薬の適切な再発予防
が十全にできないまま，同じ患者が何度も救
命救急センターへ過剰に搬送されていると
いう状況である。 

 
２．研究の目的 
本研究では，過量服薬の発生予防，重症化

予防，再発予防に寄与する要因を検討するこ
とを目的とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３．研究の方法 
健康保険組合が保有するレセプト情報，調

剤薬局が保有する処方箋情報，東京都監察医
務院が保有する死因情報，東京医科歯科大学
が保有する入院情報，厚生労働省が保有する
全国レセプト情報を活用した。研究法は，横
断研究，症例対照研究，コホート研究であっ
た。 
 
４．研究成果 
過量服薬の発生予防には，①睡眠薬の大

量処方とバルビツール酸系睡眠薬の処方に
アプローチが必要であることが示された 
(図 1)。過量服薬の重症化予防には，バルビ
ツール酸系睡眠薬の処方 (特に，ベゲタミ
ン錠とラボナ錠) に規制等が必要であるこ
とが示された (図 2, 図 3)。過量服薬の再
発予防には，睡眠薬処方の見直しが必要で
あることが示唆された (図 4)。 
これらの研究成果の一部は，プレスリリ

ースを行うことにより，国民に周知した。 
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